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(財）福岡県環境保全公社 リサイクル総合研究センター 
FUKUOKA RESEACH CENTER FOR RECYCLING SYSTEMS 
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・レアアースとは，３１鉱種あるレアメタルの一種で，１７種類ある元素の総称である。 

・レアアースは、微量でも他の金属に混ぜると，磁力や耐熱性等を飛躍的に向上させるため，   

「産業のビタミン」と呼ばれている。 

・レアアースの用途は幅広く，永久磁石，ガラス研磨剤，触媒，蛍光体等に使われ，日本のハイテ

ク産業には不可欠な金属資源となっている。 
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軽希土 重希土 



超強力磁石（モーター、バイブレータ） 
 Nd,Dy,Sm ,Ga,Tb 

蛍光体（テレビ、蛍光灯、ＬＥＤ） 
Y,Eu,Tb,Ce,La 

光磁気ディスク 
 (DVD、CD、Blu-ray Disc、
MO) 、Ga,Tb,Dy 

レアアース 

光学レンズ 
La,Y 
 

超電導線 
   Y 
 

研磨剤 
 Ce 

コンデン
サー 
Y,La,Nd 

レーザー 
Y,Pr,Nd,Ho,Er,Tm,Yb 
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 【蛍光体】 

・赤色：イットリウム、ユーロピウム 

・緑色：ランタン、セリウム、テルビウム 

・青色：ユーロピウム 

【口金】     
・アルミ 
・鉄 
・プラスチック 

ガラス 
電極 

（熱電子） 

（紫外線） 

（可視光） 

【蛍光管が光る仕組み】 
蛍光管の両端から電圧をかけると、電極から熱
電子が飛び出し水銀に当たり紫外線を発する。
それが蛍光体に当たると可視光を発する。 
 

【蛍光体使用量】      
 2~5g／本 

レアアース濃度 約75% 
 



 

5 

価格が安定していた頃
に比較し，現在， 
Yが9.7倍， 
Ceが3.3倍， 
Laが2.2倍 
Euが4.3倍， 
Tbが3.6倍 

価格が安定していた頃 
に比較し，最大で， 
Yが18.3倍， 
Ceが21.3倍， 
Laが17倍 
Euが10.9倍， 
Tbが8.5倍 



 

経済産業省 

福岡県 

福岡県リサイクル総合研究センター 

レアメタル等の確保を目指し４つの柱、①海外資源確保の推進、②代替材料等の開発、
③リサイクルの推進、④レアメタルの備蓄、の強化を掲げている。 

  

 ２００９年２月に「福岡ニューディール」計画を発表し、この中で、レアメタルの安定確保と
資源循環型社会を構築することを目指している。 

２０１０年７月に、蛍光管に含まれるレアアースに着目し、産学官で構成される「レアアース
リサイクル研究会」を立ち上げ、使用済み蛍光管からのレアアースリサイクルの事業化可
能性について議論し、事業化の可能性を見出した。 
 

２０１１年１０月には「使用済み蛍光管からのレアアースリサイクル事業化共同プロジェクト」
を立ち上げ、関係各社による事業化のための技術開発等を実施。 
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蛍光灯製造事業者 販売事業者 
蛍光管の販売 
（電気店、ホームセンター等） 

消費者 

蛍光管の使用 
（事務所、工場、家庭等） 

廃棄
（埋立） 

レアアース抽出事業者 
日本イットリウム㈱ 

使用済み蛍光管 
処理事業者 

㈱ジェイ・リライツ 

蛍光管の製造 
（再生蛍光管を含む） 

蛍光管からの 
蛍光体の分離回収 

蛍光体からのレアアースの抽出 

蛍光体 
製造事業者 
蛍光体の製造 

プラズマディスプレイ、
液晶パネル用バック
ライト、ＬＥＤ照明等
の製造 

天然資源 
レアアース 

輸入 

蛍光体など 

既存 強化 新規 

ランプto 
 ランプ 

再
生
蛍
光
体 

再生蛍光管の販売 
（㈱ジェイ・リライツ） 

再生レアアース 
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廃棄
（埋立） 



 

平成２３年１０月  事業化共同プロジェクト（第１回定例会） 
            ・廃蛍光体の回収量アップ 
            ・レアアース回収技術開発 
            ・水銀の最適除去技術開発 
            ・取引ルールの策定 
 
平成２４年３月   レアアースリサイクル事業化開始。 
 
平成２４年４月～  ・事業の安定化・継続化 
            ・事業規模の拡大 
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ステップ1 

ステップ０ 

ステップ２ 

ステップ０（事業化実証段階） 

ステップ１（事業拡大段階） 

ステップ２（海外展開段階） 

県内の使用済み蛍光管回収・処理事業者、
レアアースリサイクル事業者を中心に実証。 

 日本国内の使用済み蛍光ランプ回収・処
理事業者、蛍光ランプメーカーと連携し、
廃蛍光体を福岡県へ集約。 

 アジア・欧州等に立地する蛍光ランプメー
カーの不良品や工程屑、また使用済み蛍
光管回収・処理事業者からのランプ等を中
心に廃蛍光体の回収量を拡大。 
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